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新 常 設 展 示
季 節 展 示

富 山 の 四 季 紹 介

根 来 尚

．  

．  

季 節 の 変 化 が あ ざ や か な 富 山 の 自 然 。 こ の 自 然

の 移 り 変 わ り の 英 し い 風 土 は 、 人 々 の 生 活 に も 大

き な 影 弊 を 及 ぽ し て き ま し た 。 し か し 、 現 在 私 た

ち の 身 近 か な 自 然 が だ ん だ ん と 失 な わ れ て き て お

り 、 季 節 の 変 化 へ の 感 動 も 失 な わ れ よ う と し て い

ま す 。 富 山 の 美 し い 四 季 の 自 然 を 再 発 見 し 、 そ の

移 り 変 わ る 自 然 の 中 に 生 き る 生 き 物 た ち に 目 を 向

け て み ま せ ん か 。

罰  鱈

特 別 展 示 室

別 館 の 建 設 に と も な い 、 特 別 展 示 室 が 別 館 に 従

来 の 約 3 倍 の 規 模 で 新 設 さ れ ま し た 。 そ こ で 、 以

前 の 特 別 展 示 室 の ス ペ ー ス を 利 用 し 、 新 た な 常 設

展 示 「 冨 山 の 四 季 」 を 設 置 し 、 四 季 の 区 分 に し た

が い 、 気 象 や 生 物 の 而 か ら 郷 土 の 自 然 を 紹 介 し ま

す 。 展 示 は 、 各 季 節 を 代 表 す る 生 き 物 や 気 象 の 写

真 を 中 心 と し た パ ネ ル 、 自 然 の 一 部 を 再 現 し た ジ

オ ラ マ 、 そ し て 季 節 感 た だ よ う ピ デ オ と で 構 成 さ

れ て い ま す 。 展 示 は 、 年 4 回 入 れ か え ま す が 、 一

度 に 二 季 節 を 展 示 し 、 季 節 の 変 化 を 感 じ と っ て い

た fこ け る よ う に い た し ま し た 。

品 後 に な り ま し た が 、 こ の 展 示 を 作 成 す る に あ

た り 、 多 く の 方 々 の 御 協 力 を 得 ま し た 。

赤 座 久 明 （ 大 沢 野 中 学 校 教 諭 ） 、 穴 田 哲 （ 富 山
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市 フ ァ ミ リ ー パ ー ク ） 、 飯 田 姫 （ 黒 部 市 教 育 委 員

会 ） 、 大 野 型 （ 富 山 県 昆 虫 同 好 会 ） 、 佐 伯 定 芳 （ 立

山 町 ） 、 瀬 ） ii 哲 夫 （ 山 室 小 学 校 教 頭 ） 、 高 村 松 春 （ 高

岡 市 ） 、 滝 沢 均 （ 富 山 市 フ ァ ミ リ ー パ ー ク ） 、 田

中 晋 （ 富 山 大 学 教 育 学 部 教 授 ） 、 中 川 達 夫 （ 富 山

県 天 文 学 会 ） 、 山 本 茂 行 （ 富 山 市 フ ァ ミ リ ー パ ー

ク ） 、 湯 浅 純 孝 （ 富 山 県 立 山 自 然 保 護 セ ン タ ー 所

長 ） お よ ぴ 、 株 式 会 社 ・ 宝 米 社

以 上 の 方 々 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

（ 五 十 音 順 、 敬 称 略 ）

期 問 ： 7 月 始 め → 12 月 末 期 間 ： 4 月 始 め → 9 月 末

図 2. 「 宮 山 の 四 季 」 展 示 入 れ か え 時 期 と 各 季 節 の 展 示 内 容


